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　 2）教育目的
【博士前期課程】
　デザイン研究科は、地域社会全体に内在する様々な課題に対してデザインによる解決策を教育
･研究することにより、高度で専門的なデザイン能力を持った職業人の育成を目指し、産業、芸
術・文化等の振興、地域再生・活性化などの貢献を果たすことを目的としている。
【博士後期課程】
　自立した研究者として独創的な視点から社会課題を発見するとともに、深く研究に取り組み、
デザイン分野における学術理論及び技能の高度化の追究を通じて、社会への貢献を果たすことを
目的としている。

　 3）育成する人材像
【博士前期課程】
①　 屋内外の様々な空間を対象とする空間デザイン分野において、人間の生活や自然環境に配慮

しつつ、建築デザインや環境デザインに関する高度なデザイン能力を有する人材。
②　 人間生活に欠かせない多様な製品並びにそれを支えるインタフェース（操作性）について、

人間中心の生活システムとしての製品やそのインタフェースをデザインできる高度なデザイ
ン能力を有する人材。

③　 人々の豊かなコミュニケーション活動を支えるコンテンツの制作と、多様なコンテンツのメ
ディア展開を企画・構築し、運営に至るプロセスをプロデュースできる高度なデザイン能力
を有する人材。

【博士後期課程】
①　 デザインを通じた組織構築や質改善のためのシステム開発を実践し、組織において指導的立

場となり得る人材。
②　自立して研究活動を行い、デザインの学問的体系を構築できる人材。

5　看護学研究科の概要

　 1）特色
　近年、看護分野は専門分化しており、これに対応する卓越した実践能力を有する看護職及び統
合的な調整能力を有する看護管理者の育成が急務となっている。
　また、これら卓越した臨床能力及び看護の専門性のさらなる向上には、看護の未来を見据えた
洞察力・創造力を有し、学問的理念を基盤として研究を推進する自立した教育者・研究者の果た
す役割が大きい。
　看護学研究科は、このような社会の要請に応える人材を育成し、札幌を発信源に、21世紀の看
護の一端を担い、これを保健・医療・福祉分野へ発信できる、看護のバランス感覚に優れた人材
の育成を目指している。
　なお、本研究科では、平成17年9月5日中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅
力ある大学院教育の構築に向けて－」の4つの「大学院に求められる人材養成機能」のうち「高
度な専門的知識・能力を持つ高度専門職業人の養成」及び「創造性豊かな優れた研究・開発能力
を持つ研究者等の養成」に比重を置いて教育・研究に取り組むことを特色とし、以下の能力の修
得を目指している。
【博士前期課程】
①　正確性・緻密性及び独創性を有する高度な臨床看護実践能力
②　高度な倫理観に基づき、専門看護分野において分析・判断・行動・評価ができる能力
③　他職種と協働し、看護における将来展望に資する統合・調整ができる能力
④　積雪寒冷地における健康づくり支援に取り組む能力
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【博士後期課程】
①　 看護に対する社会的課題を的確に認識し、将来を見据えた技術開発やシステムの検証・創

出、組織での施策提言等を行う能力
②　 豊かな人間性や広い視野に加え、高度な倫理観、専門知識や技能に裏打ちされる高い管理能

力、指導能力
③　 高度な学識と臨床の両面から、看護学の基礎研究や応用研究に自立的に取り組み、実践科学

としての看護学を追究する能力

　 2）教育目的
【博士前期課程】
　保健・医療・福祉分野における様々な課題に主体的に取り組む高度な看護実践能力を有する看
護職及び総合的な調整能力を有する看護管理者の育成を目指し、市民の健康の保持増進への貢献
を果たすことを目的としている。
【博士後期課程】
　自立した研究者として、様々な看護現象に対して深く研究に取り組み、看護の枠組みの再構築
やシステム開発、技術開発などを行い、看護分野における学術理論及び技能の高度化の追究を通
じて、社会への貢献を果たすことを目的としている。

　 3）育成する人材像
【博士前期課程】
①　保健・医療の中核を担う高度臨床看護実践者の育成（専門看護師を含む）
②　総合的に看護ケアをマネジメントする看護管理者の育成
③　地域や在宅においては健康な生活と福祉の向上に率先して貢献する看護職の育成
④　看護の学問的基盤をもとに実践知、経験知を統合できる看護研究者の育成
⑤　次世代の看護教育の中心的担い手としての教育者の育成
⑥　看護技術の開発及び評価能力を備える人材の育成
⑦　幅広い視野のもとで新しい看護システムや制度の開発に資する人材の育成
【博士後期課程】
①　 看護学の基礎研究・応用研究に自立的に取り組み、人材育成システムの検証・提言ができる

研究者、開発者
②　 確かな知識や技術、倫理観を基盤として、看護職者を志す人々に質の高い教育を実現し、さ

らに新たな教育制度や方法、カリキュラム等の創出に寄与できる教育者
③　 看護現象の分析・評価を通じて、看護システムをグローバルに構築・変革し、自ら行動する

高度専門職業人及び看護管理者を養成・指導できる教育者・管理者

6　助産学専攻科の概要

　 1）特色
　助産学専攻科では、学士課程4年間において培った自己研鑽力が発揮できる教育課程を特色と
している。
　その1つとして、選択科目を設定せず、学生個々に助産学に広く関連した課題を発見し、自ら
学びを深める機会を創っている。加えて、この学びの更なる発展に向け文献研究を行う。
　また、1年間の学修では、助産師に必要な基本的知識・技術を土台に、ハイリスク事例に対応
できるような高度な知識・技術を熟練した助産師と専門医のもとで修得する。この学修では看護
師資格が大いに役立っている。
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